
～資源に変えるチカラ、自然に還すチカラ～

大栄環境株式会社

営業本部関西営業部 佐谷幸治

民間事業者と連携した

災害廃棄物処理

中部ブロック
災害廃棄物対策セミナー 発表資料
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１-１．大栄環境グループの概要
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構成企業 大栄環境ホールディングス（株）、大栄環境（株）、
三重中央開発（株）他 計23社
＜その他パートナー事業との連携事業12社＞

設立 1979年10月（大栄環境（株））

事業内容 環境ソリューション事業
• 廃棄物処理事業

（収集運搬／中間処理／最終処分）
• 再資源化事業
• 汚染土壌処理事業
• 施設管理事業
• コンサルティング事業
• その他（エネルギー創造、ゴルフ場経営等）

売上高 78,293（百万円） ※2019年度グループ連結

従業員数 2,281人 （専属協力会社従事者数含めると3,083人）

許可能力 （グループ全体）
・選別・破砕・再資源化施設

41,034トン／日
・焼却・ガス化改質・焙焼施設

2,067トン／日
・最終処分場埋立容量

2,871.7万m2

総許可能力の約70%は一般廃棄物処理としての許可を有する。

取扱量
（2019年度）

収集運搬量 ： 1,397,112トン／年
中間処理量 ： 1,444,444トン／年
再資源化量 ： 278,007トン／年
廃棄物埋立量 ： 1,337,785トン／年
エネルギー創生： 58,405ＭＷｈ／年 ※令和2年9月現在



１-２．ＳＤＧｓ 私たちの約束
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１-３．一般廃棄物処理の取組み
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焼却灰や可燃物をはじめ、
毎年200以上の市町村か
らの一般廃棄物処理委託
を受注

近江八幡市のＤＢＯ
事業を受託し、平成
28年8月より運営開始

委託処理事業1 ＤＢＯ事業３

尼崎・芦屋・京都で
一般廃棄物収集運搬
事業を実施

収集運搬２ 運営管理業務４

市町村が保有する一
般廃棄物処理施設の
運転・維持管理を実施



１-４．災害廃棄物処理における大栄環境グループの対応内容
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災害時対応区分 内 容

災害の種類

台風、豪雨、地震、（施設トラブル） 等
【対応した市町村（一例）】
• 令和元年台風15号、19号災害（長野県長野市、須坂市他）
• 平成30年台風20・21・24号災害（大阪府泉佐野市、枚方市他）
• 大阪北部地震（大阪府茨木市、守口市他）
• 平成30年7月豪雨（岡山県高梁市、岡山市、岐阜県関市他）
• 熊本地震（熊本県熊本市、熊本県）
• 関東・東北豪雨災害（茨城県常総市、栃木県小山市）
• 平成23年紀伊半島水害（和歌山県新宮市、那智勝浦町他） 等

災害の規模
小～大
【処理量】数トン～およそ1,920,000トン
（現地で破砕機等設置処理した実績を含む）

廃棄物の種類 混合（土砂付着物含む）、可燃物・不燃物、（生活ごみ） 等

業務内容

①全体管理
②積込（仮置場管理）
③運搬（陸上運搬、海上輸送
④処分（中間処理・最終処分）
⑤移動式破砕機設置による現地処理
⑥業務実施計画及び報告書等作成



１-５．過去の主な災害廃棄物処理実績
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災害名称 委託者 実績量 業務期間

令和2年7月豪雨 熊本県人吉市 4,800トン 令和元年

令和元年台風15・19号
長野県長野市・須坂市
静岡県伊豆の国市、栃木県栃木市他

22,500トン 令和元年

平成30年台風20・21・24号 大阪府泉佐野市、貝塚市他 19,900トン 平成30年

平成30年7月西日本豪雨
広島県三原市、坂町
岡山県岡山市、岐阜県関市他

30,700トン 平成30年

大阪北部地震 大阪府守口市他 2,800トン 平成30年

平成29年台風21号災害 和歌山県新宮市、紀の川市 160トン 平成29年

熊本地震災害 熊本県熊本市 38,600トン 平成28年～平成29年

関東・東北豪雨災害 茨城県常総市、栃木県小山市 28,400トン 平成27年～平成28年

平成23年 台風12号災害
和歌山県紀南地方・三重県内
兵庫県内

48,000トン 平成23年～平成24年

平成21年台風9号災害 兵庫県宍粟市 2,000トン 平成21年

平成16年 台風21号・23号災害 兵庫県洲本市・西脇市他 25,000トン 平成16年～平成17年

阪神淡路大震災 兵庫県神戸市・芦屋市他 3,580,000トン 平成７年～平成10年

その他災害 兵庫県洲本市・淡路市他 7,000トン 平成21年～平成27年

合 計 3,809,860トン

※ 場内処理・運搬・破砕選別作業並びに弊社での処理を含む
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２-１．発災直後の災害廃棄物排出状況
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発災
直後

災害廃棄物の種類

分別状況

近隣集積所や
道路上に排出

近隣集積所や
道路上に災害
廃棄物があふ

れる

搬入車両が
集中し現場
混乱（周辺道
路渋滞）

Page. 9

災害廃棄物
の動き

未分別

分別

３か月～

片付けごみが中心
家屋解体がれきの搬入が

本格化

分別が進み、管理がある程度
徹底される

一次仮置場
開設

仮置場状況
（周辺含む）

分別している
余裕がない

発災直後
混乱する時期

住民による持ち込み／

収集車両による各所に集
積された廃棄物の回収

未分別の災
害廃棄物の
滞留による腐
食、悪臭等

住民による持ち込み／
収集車両による回収

一刻も早く災害廃棄物を撤去・処理することが元の「まち」に復旧させるスタート



２-２．災害発生から処理完了までの流れ
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流 れ 災害発生
緊急連絡



２-３．災害廃棄物処理実施計画書
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業務の実施方法、運搬から最終処分までの数量、スケジュール管理方法を明示

市町村の進捗管理や災害報告書作成をサポート



２-４．船舶を用いた広域的な災害廃棄物処理
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積港 揚港
陸送

海上輸送
陸送

仮置場 処分先

専用コンテナ 使用 → 積替保管にあたらない

公共バースが利用できる

限られた車両で大量輸送可能

陸路が寸断されていても輸送可能

陸路の渋滞を緩和

メリット１

メリット２

メリット３

陸路での運搬に加えて海上輸送での運搬方法も確立

災害廃棄物の早期撤去・処理を実現

陸送



２-５．船舶を用いた処理事例（令和元年台風15号、19号災害）

Copyright © 2020 Daiei Kankyo Co.,Ltd  All Rights Reserved Page. 13

発注者 長野市

期間
令和元年11月 ～

令和2年3月

処理量 およそ14,300トン

処理先
大栄環境(株）、
三重中央開発（株）

◎ 海上輸送の実績

海上輸送
直江津港 ⇒ 敦賀港（神戸港）
⇒ 処理先

輸送形態 20ＦＴハードトップコンテナ

輸送数量 715基

飯綱第２･第３

神戸港

敦賀港

直江津港



２-６．海上輸送に用いる専用コンテナ
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ダンプ時 天蓋脱着必要なし

大栄環境グループ 保有数

８１０ 基

ＣＳＣ認証取得
（CSC：安全なコンテナーに関する国際条約）

内容積 32.3 ㎥ 最大積載重量 16～21 トン

積込時 天蓋脱着

3
7
8
0

2440

ＩＳＯ1496-1認証取得

35,000 ～ 52,000 トン/月 輸送可能



①場内動線確保 ②天蓋開閉作業 ③積込作業

④飛散・粉塵対策 ⑤海上輸送 ⑥処理場荷降・処分

２-７．船舶を用いた処理に係る一連の流れ
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２-８．日報・実績報告
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搬出～処分の実績報告（写真・一覧表・伝票）
運搬から最終処分までのトレーサビリティを明
示した書類で報告

災害事業費申請の証明書類
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３-１．移動式破砕機等貸し出しによる現地処理

３-２．移動式破砕機等活用事例



３-１．移動式破砕機等貸し出しによる現地処理
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未分別の災害廃棄物を移動式破砕機、移動式篩い機などにより分別

域内焼却施設等への現地処理をサポート

• 移動式破砕機 • 移動式篩い機



３-２．移動式破砕機等活用事例
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たたみ、木くず破砕物 混合ごみ破砕物

磁選回収鉄 非鉄金属、不燃物

移動式破砕機
貸出し

市町村による
設置

域内処理が実現可能な状況
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４-１．災害廃棄物処理計画の策定

４-２．これまで経験した主な問題と対策①

４-３．これまで経験した主な問題と対策②

４-４．これまで経験した主な問題と対策③



４-１．災害廃棄物処理計画の策定
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第四次循環型社会形成推進
基本計画における災害廃棄物

処理計画策定率目標：

これまでの経験や知見を踏まえた、

より実行性のある計画を策定するこ
とが求められる

※参考※

当社が策定支援した災害廃棄物処理計画

平常時の災害予防対策と、災害発生
時の状況に即した災害廃棄物処理の
具体的な業務内容を示すことにより、
災害廃棄物の適正かつ円滑な処理の
実施を目指す。

災害廃棄物対策指針が示す必要事
項に則り、地域防災計画や一般廃棄
物処理計画と整合を図り、大規模地震
や津波及び水害による被害を防止・軽
減するための災害予防、さらに発生し
た災害廃棄物（避難所ごみ等を含む）
の処理を適正かつ迅速に行うための
応急対策、復旧・復興対策について整
理する。

策定の目的

策定方法

都道府県：100％
市町村：60％



４-２．これまで経験した主な問題と対策①
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 災害廃棄物処理に携わる中で経験した主な問題とその対策は以下の通りです。

事前準備（例）

• 作業や搬出を考慮した仮置場
検討地の現地調査と候補地の
選定

• 具体的な人員配置の検討
• 発災時の対応訓練

大型車両が搬入できな
い

民家に隣接している

仮置場面積が狭い

電気・水道設備がない

駐車場や休憩所など
管理スペースがない

仮置場での自治体職
員の不在

主な問題

• 少量ずつしか搬出できない（小型
車での搬出）

• 腐敗・悪臭による苦情

• 少量しか搬入できない
• 少量ずつしか搬出できない

• 作業員の作業環境が確保できない
• 散水等飛散対策ができない

• 作業員の作業環境が確保できない

• 住民からの問合せなどに対応でき
ない

主な内容

仮
置
場

分別ができておらず、
場内動線が不明確

• 搬出に時間がかかる
• 車両通行時事故等の危険がある



長野市 赤沼公園



長野市 赤沼公園

• 分別できていない
• 場内動線が不明確で危険（着手時に一通化）
• 土の持出し対策が必要（着手時に砕石敷）
• 搬出車両（大型車）を考慮できていない



赤沼公園

進入口

長野市 赤沼公園• 搬出車両待機場は確保
• 農道、生活道路しかルートがない
• 搬出車両動線を一方通行にできない
• 被災の中心地でありボランティア活
動と重なる（日中の作業困難）



長野市 飯綱第２・第３

• 重機が3回触った赤沼からの混合物（無分別）
• 敷地の際から積んであり、森との間が無い
• 進入、退出を一方通行にできない
• 鉄板の不足による作業環境の悪さ（粘土質、凍結）



長野市 飯綱第２・第３



長野市 飯綱第２・第３



長野市 飯綱第２・第３

• 鉄板の不足
• 粘土質による水はけの悪さ+凍結
• タイヤ洗浄に大変な労力



長野市 飯綱第２・第３

• 発酵による温度上昇
• 敷地の際から積んであり、森との間が無い
（有事の際に対応できない）

【長期保管対策前】



長野市 飯綱第２・第３

• ガス抜き管の設置



長野市 飯綱第２・第３

• ガス抜き管の設置
• 温度低下



長野市 飯綱第２・第３

• 重機が敷地奥まで入れるように成型

【長期保管対策後】



長野市 飯綱第２・第３

• 全面鉄板敷き（土持出し/凍結対策）



千曲市 旧名月荘仮置場

• 分別して降ろせるように、進入から退出まで
一方通行での動線

• 搬出車両（大型車）の進入/退出も容易



千曲市 旧名月荘仮置場

• 大まかに分別して堆積できている
• 搬出車両（大型車）の待機が場内で可能
• 土の持出し対策は必要



千曲市 旧名月荘仮置場



須坂市 日滝原産業団地

• 分別して堆積できている
• 搬出車両（大型車）の待機が場内で可能
• 工業専用地域（70㏈）
• 調整池であり周囲より低い（飛散しにくい）
• 底盤がコンクリート（土持出しがない）



須坂市 日滝原産業団地



４-３．これまで経験した主な問題と対策②

Copyright © 2020 Daiei Kankyo Co.,Ltd  All Rights Reserved Page. 40

 災害廃棄物処理に携わる中で経験した主な問題とその対策は以下の通りです。

作業人数をカウントしてい
ない、写真がない

過去に締結した
協定のまま、

内容の見直しが
行われていない

主な問題

• 災害査定において、指摘を
受け災害事業費が受領でき
ない

• 委託時に費用等トラブルが
発生

主な内容 事前準備（例）

• 報告書フォーマットの作成と事業
者との協定締結

• 災害協定の締結と協定締結事業
者との定期的な打合せの実施

計
画
・
報
告
関
係

災
害
協
定

契約内容を精査しないま
ま作業委託する

• 不必要な人員、重機の使用
による想定以上の費用が発
生



４-４．これまで経験した主な問題と対策③
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 災害廃棄物処理に携わる中で経験した主な問題とその対策は以下の通りです。

主な問題 主な内容 事前準備（例）

• 自治体処理施設への受入れ条件
を明確にする。

• 移動式破砕機・移動式篩機の設
置も検討しておく。

域
内
処
理

災害廃棄物が自治体処
理施設で受け入れ出来な

いケースがあった

• 災害廃棄物の受入れ条件
が定まっていない
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• 発災後、仮置場に大量に搬入される災害廃棄物を短期間で処理し
ていくためには大型車による搬出計画の確実な履行や移動式破砕
機等の設置による現地処理が必須となります。

• 災害廃棄物処理計画策定など発災前に準備出来ることは多く、仮
置場の選定などこれまで以上に搬出のことを考慮して、より踏み込
んだ検討を行うことでスムーズな災害対応につながっていきます。

• 発災前から自治体、民間事業者間でもう一歩踏み込んだコミュニ
ケーションを取り、関係性を構築していく事が大切です。



ご清聴ありがとうございました。
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私たちは事業の社会的責任を強く認識し
最良の技術とサービスにより

人・地域・地球にやさしい企業を目指し
常に挑戦し続けます
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